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pHの急激な抵下， Lactate，pyrubate，aminoacidの著
明な上昇がみられた。これに反し 10% glucose投与群
では車糖笹の上昇， 10% DX+Insulin群では正営化お
よび爵者の Lactate，pyrubate，AAの上昇の抑制がみ
られ glucose投与は有効であった。 
21. C3H マウス扇平上皮癌に対する高温処理と放射
線の合併擦法の基礎的研究
向井稔(千大〉 
C3H系マウスの 6--8週齢に右足大腿皮下内側に，
軍平上長癌を移植し，その彊蕩長径が 8mmに達した詩
に440C，10分開の高温処理と3000Rads，1@]照射を撞行
し，腫蕩増殖に及ぼす彰響について検討した。
結果。1.440C，10分間の高温処理を照射前に撞行し
た場合に，照射単独群に対し有意差を認めた。 
2. 高温短理440C，10分間ずつ燕射能後;こ 2回諸行し
た場合は麗療の著しい縮小を認めた。 
22. 食道アカラシアの成因iこ関する研究
ーとくに聾液分洛態変よりみた迷走神経機能
について-
武藤護彦(千太〉
食道アカラシア18聞に対しインスヲンテストを行い，
その胃液分泌態度より本症と迷走神経機能との関連につ
いて検討を行った。またアカラシア様犬についても検討
した。その結果，酸度については Ross& Kayの基準
による earlypositive 7剖， late positive 7伊も neg-
ative 4伊jで，酸分浴量， MAOについても正常に比較
し，著明な減酸を示していた。以上よ 9本症においては
迷走神経の高泣において失調の起っていることが示唆さ
れた。 
23. 享L鰻撞・療の超音波診断の経験
坂本薫，丸山達輿，中村宏
関幸雄，大西盛光(JI!鉄病院〉
昭和52年 3月より 11月までに37例の乳線腫癌に対し超
音読検査を施行した。生検等により組織学的に確診のつ
いた26例についてその成績をみると悪性と診断した 6剖
中4傍が適中し診隣率67%であったが良性とした19例中
に2倒の悪性例があり悪性の晃落しは11%であった。
超音波による検査は人体に無害で欝便に行え，しかも
悪性の見落しが少ない等和点も多いので今後さらに成讃
の向上に努めて行きたい。 
24. 石灰乳胆汁の 1例
菅井桂雄，神法号室雄，浜野頼隆
(組合立長生病院)
我々は，比較的稀な疾患といわれている石灰乳題汁の
一例を経験したので，本年11月までに集計し得た本邦の 
137併とともに， 若干の文献的考察を加え報告する。症
例は39歳男性，主訴は心寵部癌福発作，発類黄症なし，
レ線検査により季劫蔀に揚性像あり， 胆ノウ摘出術施
行， s豆ノウは萎縮し，題ノウ頚部にコ系石ーケ故入して
おり担ノウ内に自墨状結石 1ケと白色乳状物質5ccを
採取した。結石は97ヲもが炭酸石灰アラゴナイト結晶であ
った。 
25. 漫性襲炎長期経過観察中iこ発症した輝石痘の 
1治験偶
陳文夫，田紀克，蜜'Ij崇正
奥山和明，林良輔(国保成東)
アルコーノレ性捧炎から謄石症への進展過謹を観察しえ
た症例を経験したので略報告した。症例は27識の男性で欽
酒後10年で PSテストおよび ERCPで慢性醇炎と診断
し，その後も飲酒を続けたため， 3年昌で捧石症となっ
た。糖尿病は謡めなかったが， PSテストで 3菌子低下
していた。醇体尾部昇切除捧管空揚iWl々吻合で軽快し
た。 
26. B筆頭部癌を思わせた遂入蕗の 1例
紅谷乳柏原英彦，蜂巣忠
大森耕一郎，横山健部
(国立佐倉療養所)
症例は36歳男。経口不能で入院。上腹部に手拳大の麓
濯を認め，膏レ隷検査では胃前庭部大響{掛から十二指腸
球部にかけて外正追像，内視鏡では詞部tこ表面白凸著明
で発表を有する粘膜の{申展不長の隆起を認めた。選択的
援控動脈撮影時 MMC，ヱスキノンを動注したところ彊
癌は結少。捧頭部切除術施行。謀本の顕微鏡所見にて
十二指腸筋層内の迷入捧炎と診既がついた。迷入捧に炎
症が伴ない複雑な所見を呈し悪性を疑がわしめた症例で
ある。
